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126.近世坊跡の一様相

一山東IsJ清流所在

1f持i方逃跡、の調査一

』以j以I_(U凶JI山11山1IL山LJ ].j米~ II問11川lりJï，'舟'1

n問!日削i刊1 に |り川H片川IりJ凶カか.tt t.た:':J工 d仁:iぷi j;以~~I川IIυ『派H氏tσの〉γ'icJ'，与別りlド;兇;完包に付付-[:防8泌自する と忠忠、1わヲ

tれL る JυI)j~湖骨帯:てで，ある .

古くからこのil'Ji屯の伏小'H刊11にlよ多くの年院が長n
ら札、佐々水J;(t.4!ヌのJ1寸法，i)rで京阪家18代の必frfrがあ
るü'í沌.~;もその一つであゐ.かつてはニのゐーに t12fjj 

があ ったと dわれるが、今日ではGlfjしか知られてい

なも、.

攻作、支持l)J・として知られている支持院の北の谷部

に述なる祁状i1H哉は、ヨく持J)jのみならずさらにいくつ
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B鯛奪区近景

l:.!.~ki立川(No.23) 、l'JL 1't: も水をたたえる小規絞る'i也や水

路 .lftぴに泌をw う雌i荷~j立榔(No.21 、 No.24 、 No.26) などが

凡られ、 またi.rr:'lltのJi.愉tfE-ィim.l，伴を1・ドうもの (No.21、
B訓it区)や11，1'代の下る'1<rltI紛円形の炭焼J誕祭も 2法
;i2.められた。さらに平地となっている宝持・院前に広が

る林も絵図やその区1IIIj勺から谷状に広がる坊跡と同様

のものとしてJlnPlr-できる。
ùllJ以後工}J~)時間同と!!日らし合わせると、 No.14がI佐砂

部分にあたり、 N0.28邪状illt，'i;とその束にある五輪応 -
:ri.t谷群の一部が['JUO道路にかかることが判明した。
従って4じからA • B . C ，J.~1't反とし、試織トレンチを

設定し約千tした

3 

AJ同1t区では12X2.501のトレンチにおいて表土除

去を行った給娘、公J二の腐似l土下に 5-40cmの流土が

.tt主fuしており、その下には地111からなる終.It!!聞となる.
I也l幻f在地Uliょにはが)20X25cm大の平jil.Tlijをもっ石が見

え、これをill物総石と 1~J断した。

B調:1'i1迂でIt.犯政 ・'It，)<. Jl::U:浮の JJ!.~子をもっー右

五輪俗を含む;(i燃 ・イi(l、Itf.のiiil'よ4X 1.2111のトレン
チを.stけたが、 5-10crnの炎ー1'.ドはすぐj也l1Jとなり、

必峨得の下帯Ilhιlltl.i~められなかった。

c~t1t. 1夫では約 3X7m のトレンチを設定した。こ

こでは」じの山11llJに迫状iU怖が伐って必り 、そこへの立
ち七リが.11!!.山核地tllIにむいて6n:認でき、;5:世以降の陶
総片が出・f:した.

位置図(2方分のし明治26年)

このように支持t)jill跡として知られる郭状泣織は、

中世山械の小規f誌な郭に献似したものであり、ここで

は少なくとも近世にまではさかのぼる坊勝て¥そのい

くつかには礎石柱物があったことがうかがわれる。そ

れは小規棋な池や泌をもっ縫問と呼ぶべきものを備え

たもので、さらにその周囲には何ヶ所かに分けて幕地

あるいは必仰を配ほしていたことが宇IJI~~ した。このこ

とは谷川に沿ってその問問に欣乱していた五鎗俗片か

らもうかがわ札、谷育1¥分のみならずその下方の平地部

にも坊跡は広がるようで、現(1:のii'17屯区のいたるとこ
ろで五輪fbなどのイit別tYiがは受けられるのである。

今回の，WJ1'j，1立、 '1"世Ilt械の存イf:が知られる山の絡部
を中心に広がるmi状泣仰を令て城|民l係i立仰と判断して
しまうニとへのjメ'tJ'を似される契機となる調子Fであっ

たため、自戒をこめてここにその江i:WH:ii1を紹介した。
(用問政晴)

一一一一…一一--・-……一一
127.滋賀県に所在する

和鏡の一例

多<11.例入所y緩や、宗教法人などの所蔵であるため、

研究発表や憾物館地ぷでの公聞はおろか、その存在す

らむ世に知られていないものが多丸、今回紹介する和

銭は、現ゐ;、大iIt保健所にfllthされている林図又信氏

が所磁しておられるむので、 Ij史的、滋賀県出身の衆議

はじめに 院議只であった悶小発i主氏の予にあったむのを昭和30

有Ji.免と I;!、予安11与代以怖にわが(Jijで鈴i立されたいわ 王手に、決泌されたものである. ~rtlま次に述べるように

ゆる日本的なl者従を鋭1'fl11IにjJj:ilした鋭で、長年にわ 遠来鋭 (直径11.5cm、向さ1.3cm)で、非常に保存状

たリ数多くの悩品、 i魯efIsがjltiliされた. しかし、その 態がよく 、鋭1'f問機のSIJ.I:リも相級を係めたものであ
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った。

和鋭l立発t紙調授によってら出土しているが、今回の
ように個人所蔵のものが公開される機会はきわめて少

ない.今後ともそのような地もれたまま科をむ発織して

ゆく必婆伎を痛感する.この筑:1Rな資科の公闘を快諾

して下さった林悶氏に感謝します.

蓬莱鏡

今回紹介する狗~~Ii泌泌鋭(運篠山銭)と呼tまれて

いるもので、鋭によっては多少の~いはあるものの基

本的には運来事111111の図を鋭"l'f而iに鈎出したものであり、

その図織はいず ~Ll. $Il悠を中心に岩石山 ・i抜t"tj・松竹
を配し、 Jx.)jにニ，J:Jの総司f舶を配する①のがi通例であ

る.特に今回のjltにおいては、 t:j紛色l!白氏がその若干1F

r~Jêと 鍬 とごfi.J の ' 1 ' で徳川 J~I の実{9IJ として報告されて

いる手UBJ千官氏li:抵のものとRR似しておリ、その詳細|な
図様と特徴はそのまま徳川JUJの特徴として日係縫白氏

の述べられる通リであり、そのt~，微をl!I!記してみると

以下のようになる.③

1，円鋭に内外ほを別てる場合にはその界線二重倒

をIile:す.
2 ，問~(lの釘Ui大槻色鉛tにして然らずぱ緩めてIJ、な

るJ{釘tなリ o ((1.釘tlHj・をJ二万に向くるあらずli、
必向って1:i.方に向えリ o (略)!.i.ti向に向ける時
は必;王手伝の図織を永し線級li味を下にし、子鶴は

之を上にしよ~b [1色と共に三者-接吻の在日〈見ゆ。(以

下町谷)

3，紋附をHくるよと行ばれたリ.神社窃iffi等の別
に供したりけむ. 作品)仁l家の紋所をま与させたる

ものまた少からず.

4 作ずi-ir.ある Lの多〈 rm砂.1 r~':，~J 守;の吉祥題

1子:を鈴巾したるも~.!.~l>.作者銘は初JUIには r天下

一」の下に111に*，のみを'i.!.r-きたるもの多けれども

米J~I に宅るにも主いJ1!にMの係下に述べたる知〈、

ーたび日必の然令にiI!lひたれども、幾ばくもなく

行はれずなりしたや、徳川JUJの初jには一般に認め

らtLたリ.

以上が徳川JUJの特徴である。そして、これらの粂件

を今回の鋭に!!日らし介せてみると次のようになる。内

外区を別けるニm倒のイ子.(，:、釘tがJ.i向(u鋭であること、
亀の口 ・綾子制の吟が1i.に接すること、向かつて右に
僚と竹、友に竹のみを配し、他に岩 -?，波法があること

に必いてはこれらの条件を全てi持たしておリ 、和田千
古氏磁のものと!日!被に徳川WIの銭として見ることがで

きる.しかし、和田千三J氏泌にみられる 3・4の条件

である紋所や作活銘、占枠組字がこのま定には見られな

い.これらのでf枠組'f:， r天下一』の銘li織田伝長の

祭令以前や以後には弘られるむのであり、その意味で

もこの記長茶鋭li徳川JUIMJUIもしくは安土銚山時代中の

ものであると震うことができるであろう。

蓬莱山信仰

最後によめ鋭の名称となっている「運ぶ山Jについて

若干J、れておきたい。このことについても向僑氏は@

「遊泳山の忠忽11引く文郎に起附すれどむ我が文学ょ

に攻るに至リしl:t;1<安朝l以後に似し、ぷ術上に貌{まれ

たるもまた秘1京JUI以後にあり o IIliして之を鋭1rに表す

に至りしは足利JUIに始まれリ.Jωと，:Uえされているが、
そらそ Lょの主主総はlは道教。のいうところの事11(111信仰

から始まったむのであリ、湖illi'l'に三つめ事11山 r減州 ・

・方丈 ・迂ぷ」があリニニに多くのllb人がいて不.t不

死の必があると 3じした r~3，山のニ事l'w ;r延t'(11名であ

る.日本で L 早〈、 U ノド~~紀に始まり rt突風ì:.vïJ にい

たり、平安l時代初期には、危にひかれ仙女のいる迂Z長

官に行き長'Eするという i，Iì!:.~ (-説的の事1'llhバtに発燥し
たかたちでみられる。さらに不安末JUIには r撚郎総抄」

に万~~I(I色の-，' r' l' を liì'i 'の il~ こそ洗うらめ、仰や'f なる!!&

のが1')いて遥ぷ山と向からん。 111):に1.1J.I l~I(ú.iUぷ珪~

・n丈 ，i，鼠州、この三つの111をぞ・1&ける、縦に恋する
f色のI!Yttlili ，uf る 'ill' を Itみな峨ゐ、 if止に 1;): 万去11(，むi必;~。

速球山をや・l世ける。(，11人況を紛にJ表せて太子を迎へて

i径はliやuと稲にも見られ、その庶民へのFli韮がうか

がえる。実l:r，~に鋭の~)ì.1rにこの凶械がみられるのはよ

のl時mJ母iからでゐリ、その後他111仏刊℃にまで受け継が
れていく o J;そらく、魂をうっす鋭に長J.J1を願う気持

が流行を生んだむのと忠われる。現代でもこの述書ミ山

信仰は、((11孟万年 ・鵡IJ.千年として.kJ.，や吉祥を幅員う
釘9:.Hたい苫裁として生きづいていることは興味をひ

くところであるo (水戸税}.f・1凋本氏慾}

註

①・②・③ :高級健1'1 rj:Lと錫と F_J ;，古山bj

明治441f.
@): r道教J 1、2、3 平和J:-I¥版社昭和58年
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